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研究成果概要 
	 神岡坑内の超伝導重力計は，2011年 3月の東北地方太平洋沖地震の後，重力加速度の
減少を記録し続けているが，これが装置のドリフトではなくこの地点における真の重力

変化であることを証明するため，重力計室において絶対重力計による測定を行った．同

様の絶対重力測定は 2013年にも行われており，約 2年の間隔をおいての再測定となった．
測定には，前回と同じく，産業技術総合研究所所有の FG5 #217 を使用した．測定の結
果，まだ予備的な解析であるが，重力加速度の値として g = 979677370.8 +/- 5.4 microgal
が得られた．2013年の測定では g = 979677379.4 +/- 5.3 microgalであったので，この
間に約 9 マイクロガルの重力減少となった．この結果に対して地下水の影響をモデリン
グして補正したのち，超伝導重力計の記録との詳細な比較検討を行う予定である． 
	 神岡の超伝導重力計は，2004年に設置して稼働を続けてきたが，研究上の理由により，
観測を終了して他の目的に転用することになった．液体ヘリウムを補充することをやめ，

自然に液体ヘリウムがなくなっていくようにしていたところ，ある時点でセンサーの温

度制御がきかなくなって超伝導球が不規則な動きを示し，これをもって観測は終了とな

った．その後，超伝導状態がこわれて球が落下するところまで確認した．宇宙線研究所

神岡施設には，長年にわたって重力観測の場を与えていただいたことに深く感謝したい． 
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